
KSKQ  第三種舶鞠避呵KSKQ（サロン・あべの）通巻543号1993年 9月18日   

出会しヽ j、れあしヽ 助lナ合しヽ  

あべの臼  

広：東森鹿家象：  
；ミニここここ㌍ここ：＝三！：  

jミミ㍑三： ；；i三：：：  

－芯！こ！  ！；：；コミ  

ノTγ： ●＿＿  

攣喝蟄   
誌塾   

；……完努d；蒙毒≒  
J  

『さろん亭』開店  
一
九
九
一
年
九
月
三
日
第
三
篠
郵
便
物
認
可
（
毎
日
発
行
）
 
 
 第

2
0
回
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催
 
 

さ
れ
た
。
 
 
 

今
年
も
人
気
の
的
は
「
な
ん
で
も
 
 

市
ど
お
り
」
。
そ
の
並
び
の
ほ
ぼ
中
 
 

サ
ロ
ン
・
あ
ペ
の
八
月
の
出
会
い
 
 
 

平
成
五
年
八
月
八
目
（
日
）
午
後
 
 

三
時
か
ら
、
大
阪
市
立
工
芸
高
校
の
 
 

グ
ラ
ン
ド
及
び
区
役
所
に
お
い
て
、
 
 

央
に
、
サ
ロ
ン
・
あ
べ
の
の
お
店
 
 

「
さ
ろ
ん
亭
」
を
開
店
し
た
。
 
 
 

「
さ
ろ
ん
亭
」
は
、
サ
ロ
ン
・
あ
 
 

べ
の
に
と
っ
て
、
年
に
一
度
だ
け
の
 
 

バ
ザ
ー
店
で
あ
る
。
そ
の
収
益
は
、
 
 

毎
年
サ
ロ
ン
の
運
営
資
金
の
重
要
な
 
 

部
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
 
 

バ
ザ
ー
は
、
物
品
を
提
供
し
て
く
だ
 
 

さ
る
方
々
、
当
日
買
っ
て
く
だ
さ
る
 
 

方
々
、
運
搬
や
値
付
け
、
販
売
な
ど
 
 

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
々
 
 

な
ど
、
本
当
に
多
く
の
ご
協
力
に
支
 
 

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ほ
か
の
バ
ザ
ー
店
の
顔
ぶ
れ
は
、
 
 

は
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
 
 

の
と
こ
ろ
の
不
景
気
が
影
響
し
て
か
、
 
 

少
し
商
品
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
も
 
 

感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
吹
奏
楽
や
 
 

大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
ジ
ャ
ン
ボ
ウ
ル
 
 

ト
ラ
ク
イ
ズ
に
、
ビ
ッ
グ
笑
タ
イ
ム
 
 

な
ど
の
、
多
彩
で
楽
し
い
催
し
物
と
 
 

共
に
、
今
年
も
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
 
 

た
。
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：『さろん亭』不参加の参加  
溺㌣酢●鶉巨啓  

さ・うん革もこ参カロできなカ、った人、  

その人の重き月8 日（ま － － －  ○ なもこ  

iまともあれ紙」二参力打してレ、ただき  

●
 
 

あ
べ
の
・
カ
1
こ
パ
ル
に
参
加
で
き
な
く
て
 
 

ミ
ン
タ
・
マ
ア
ブ
 
（
ご
め
ん
な
さ
い
）
 
 

河
合
悪
子
 
 
 

こ
の
八
月
、
「
も
う
い
ち
ど
ジ
ャ
カ
ル
タ
 
 

ヘ
行
っ
て
み
た
い
。
そ
し
て
ド
リ
ア
ン
 
（
マ
 
 

レ
1
半
島
原
産
の
果
実
。
甘
い
が
独
特
の
酸
 
 

味
と
に
お
い
を
も
つ
）
 
を
食
べ
た
い
」
と
い
 
 

う
父
の
供
を
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
旅
す
る
 
 

こ
と
に
な
り
、
今
年
の
あ
ぺ
の
・
カ
ー
ニ
バ
 
 

ル
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
年
の
サ
ロ
 
 

ン
の
行
事
に
参
加
で
き
ず
、
と
て
も
残
念
。
 
 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
訪
れ
た
の
は
首
都
ジ
ャ
 
 

カ
ル
タ
と
仏
教
遺
跡
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
で
知
 
 

ら
れ
る
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
日
本
で
言
え
 
 

ば
京
都
で
し
ょ
う
か
）
、
そ
し
て
バ
リ
島
。
 
 

熱
帯
性
気
候
で
四
月
か
ら
九
月
は
乾
期
。
東
 
 

西
に
長
い
群
島
国
家
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア
（
約
一
 
 

万
三
千
の
島
か
ら
成
る
）
に
は
標
準
時
阻
が
 
 

三
つ
あ
り
、
日
本
と
バ
リ
は
一
時
間
、
ジ
ャ
 
 

カ
ル
タ
と
は
二
時
間
の
時
差
が
あ
り
ま
す
。
 
 

ジ
ャ
カ
ル
タ
は
高
層
ビ
ル
の
立
ち
並
ぶ
な
か
 
 

高
速
道
躇
を
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
都
市
。
 
 

車
線
も
車
検
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
比
べ
 
 

て
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
バ
リ
は
歴
史
的
な
 
 

遺
跡
や
寺
院
も
多
く
、
ゆ
っ
く
り
と
不
思
議
 
 

な
時
間
が
凍
れ
て
い
き
ま
す
。
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●
 
 

北
海
道
ツ
ー
リ
ン
グ
 
 加

賀
谷
 
 
正
 
 
 

今
年
は
、
サ
ロ
ン
草
を
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
、
友
 
 

人
と
北
海
道
旅
行
を
し
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

六
日
（
金
）
に
出
発
し
て
、
十
二
日
（
木
）
に
 
 

無
事
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

六
日
の
十
二
時
頃
、
千
歳
空
港
に
着
き
、
札
幌
 
 

へ
は
バ
ス
で
入
り
ま
し
た
。
札
幌
で
単
車
（
二
五
 
 

〇
C
C
）
を
借
り
て
、
十
入
時
に
札
幌
の
テ
レ
ビ
堵
 
 

の
所
で
、
大
阪
か
ら
夜
行
で
釆
て
い
た
友
達
二
人
 
 

と
合
流
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
 
 
 

七
日
は
旭
川
か
ら
大
雪
山
を
通
っ
て
、
サ
ロ
マ
 
 

湖
ま
で
行
き
ま
し
た
。
牧
場
や
畑
、
森
林
ば
か
り
 
 

の
妊
大
な
景
色
で
、
北
海
道
を
走
っ
て
い
る
と
い
 
 

う
実
感
が
涌
い
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

八
日
は
、
知
多
半
島
を
通
っ
て
摩
周
湖
に
行
き
 
 

ま
し
た
。
展
望
台
か
ら
見
た
の
で
、
透
明
度
で
有
 
 

名
な
水
を
確
認
で
き
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。
 
 
 

九
日
は
、
阿
寒
湖
か
ら
日
高
町
に
行
き
、
キ
ャ
 
 

あ
ぺ
の
・
カ
ー
ニ
バ
ル
で
サ
ロ
ン
の
バ
ザ
 
 

ー
は
今
年
も
ま
た
盛
況
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
 
 

来
年
は
お
手
伝
い
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
 
 

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

ン
プ
を
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
キ
タ
キ
 
 

ツ
ネ
が
夕
食
の
残
り
物
を
目
当
て
に
、
顔
を
出
し
 
 

て
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 
 

十
日
は
、
夕
張
市
を
通
り
札
幌
で
単
車
を
返
し
 
 

ま
し
た
。
札
幌
か
ら
電
車
で
ニ
セ
コ
ま
で
行
き
、
 
 

お
し
ゃ
れ
な
べ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
り
ま
し
た
。
キ
ャ
 
 

ン
プ
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
 
 

き
ま
し
た
。
 
 
 

十
一
日
は
、
ニ
セ
コ
か
ら
函
館
ま
で
電
車
に
乗
 
 

り
、
そ
の
日
の
夜
行
列
車
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

北
海
道
は
、
あ
ま
り
に
広
く
て
、
た
く
さ
ん
の
 
 

観
光
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
い
つ
か
機
会
を
つ
く
っ
て
、
今
度
は
少
 
 

し
豪
華
な
旅
行
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 

●
 
 

食
欲
不
振
、
気
力
旺
盛
 
 

斉
 
藤
 
孝
 
文
 
 
 

い
つ
も
、
真
心
溢
れ
る
お
便
り
を
い
た
だ
き
感
 
 

謝
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

皆
様
に
は
、
お
元
気
で
ご
括
躍
の
ご
様
子
、
心
 
 

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

バ
ザ
ー
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
盛
況
裡
に
終
え
ら
 
 

れ
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
 
 
 

何
の
手
助
け
出
来
な
い
私
で
す
が
、
大
変
鴇
し
 
 

く
、
皆
様
の
ご
厚
志
や
．
こ
支
様
に
、
感
謝
致
し
て
 
 

お
り
ま
す
。
 
 
 

今
年
の
夏
は
、
割
り
と
涼
し
い
で
し
た
の
で
、
 
 

ど
う
に
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
食
 
 

欲
が
落
ち
、
主
食
の
御
飯
を
少
し
も
ロ
に
す
る
こ
 
 

と
が
出
来
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
随
分
細
く
な
り
 
 

ま
し
た
。
が
、
気
力
だ
け
は
し
っ
か
り
と
持
っ
て
 
 

い
る
つ
も
り
で
す
。
 
 
 

今
ま
で
の
よ
う
に
外
出
も
ほ
と
ん
ど
致
し
ま
せ
 
 

ん
が
、
家
の
中
で
テ
レ
ビ
を
観
た
り
、
ア
チ
コ
チ
 
 

か
ら
送
っ
て
い
た
だ
く
情
報
紙
を
読
ん
だ
り
し
て
、
 
 

静
か
に
生
惜
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

サ
ロ
ン
の
皆
々
様
に
、
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
 
 

。
 
 

●
 
 

不
参
加
に
エ
ー
ル
で
参
加
 
 

辻
 
本
 
輝
 
子
 
 
 

居
な
が
ら
に
し
て
、
今
年
の
さ
ろ
ん
草
の
大
盛
 
 

況
と
潤
い
の
あ
る
成
果
が
出
た
と
、
う
れ
し
い
報
 
 

告
を
聞
き
ま
し
た
。
 
 
 

思
い
返
せ
ば
さ
ろ
ん
草
の
初
期
に
は
、
私
の
軽
 
 

自
動
車
に
後
ろ
が
見
え
な
い
程
の
寄
贈
品
を
穏
ん
 
 

で
、
押
し
て
走
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
…
と
。
 
 
 

毎
年
腕
ま
く
り
で
参
加
を
と
思
い
つ
ゝ
、
意
に
 
 

（3）   
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0
「
さ
ろ
ん
亨
」
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
 
 
 

青
木
さ
お
り
、
旭
 
純
子
、
赤
松
・
菊
間
、
安
 
 

達
尚
子
、
阿
倍
野
区
肢
体
部
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
竹
下
 
 

・
青
田
）
、
阿
倍
野
区
商
店
街
連
盟
青
年
部
、
新
 
 

土
井
英
雄
、
石
田
 
律
、
石
田
花
子
、
伊
勢
村
和
 
 

子
、
上
平
幸
雄
、
宇
野
律
子
、
浦
野
精
美
、
大
高
 
 

澄
子
、
大
谷
美
津
子
、
岡
 
賀
寿
子
、
岡
田
敏
男
、
 
 

岡
太
登
志
子
、
岡
太
憲
俊
、
柿
岡
 
線
、
角
方
鈴
 
 

子
、
金
岡
千
恵
、
金
子
花
江
、
岸
川
秀
昭
、
末
寺
 
 

ち
よ
子
．
木
村
圭
子
、
黒
羽
玲
子
、
小
西
京
子
、
 
 

舌
根
川
為
胎
、
腹
野
敬
一
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
た
ば
こ
 
 

反
し
て
余
儀
無
く
終
り
、
心
苦
し
い
限
り
で
す
。
 
 
 

継
続
は
力
な
り
と
、
着
実
に
歩
み
を
伸
ば
し
、
 
 

さ
ろ
ん
革
も
寄
贈
、
搬
送
、
販
売
、
購
買
と
四
つ
 
 

が
、
皆
様
方
の
熱
い
心
で
ゆ
る
ぎ
な
い
支
柱
と
な
 
 

っ
た
事
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

私
の
よ
う
に
目
に
見
え
な
い
所
で
、
精
一
杯
の
 
 

熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
老
も
居
る
と
、
そ
ん
 
 

な
息
を
感
じ
取
っ
て
、
さ
ろ
ん
亭
を
お
手
伝
い
し
 
 

て
下
さ
る
方
が
、
年
々
膨
れ
上
り
、
沢
山
参
加
し
 
 

て
下
さ
る
事
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

明
日
に
向
け
て
、
さ
ろ
ん
草
が
増
々
大
き
な
飛
 
 

躍
を
遂
げ
る
事
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
 
 

ア
ベ
ノ
ユ
ニ
オ
ン
、
杉
山
貰
江
、
大
丸
昭
典
、
高
 
 

尾
澄
男
、
武
田
真
理
子
、
竹
村
定
子
、
田
中
マ
サ
 
 

ユ
、
谷
川
久
子
、
田
渕
美
登
別
、
チ
ェ
・
グ
ォ
ン
 
 

辻
本
輝
子
、
津
村
和
泉
、
手
島
八
重
子
、
土
井
一
 
 

典
、
冨
田
慶
子
・
十
一
・
実
幸
、
永
井
美
智
子
、
 
 

中
西
紀
子
、
中
西
利
春
、
中
原
友
書
、
中
村
美
根
 
 

子
、
中
野
君
江
、
南
光
龍
平
・
仁
子
、
西
 
和
子
、
 
 

長
谷
川
マ
キ
ユ
、
原
田
 
仁
・
博
子
、
林
 
港
司
、
 
 

東
谷
和
代
、
平
岡
 
太
、
平
沢
邦
子
、
蛭
子
フ
サ
 
 

ユ
、
福
永
享
子
、
藤
井
さ
ゆ
り
．
堀
田
ゆ
か
り
、
 
 

町
野
旬
子
、
松
田
峰
子
、
松
葉
智
子
、
丸
山
寿
 
 

美
子
、
三
谷
勢
津
子
、
森
村
ち
か
し
、
八
木
千
代
 
 

子
、
八
島
、
山
口
皇
子
、
山
村
貴
司
、
山
太
篤
江
、
 
 

山
東
鈴
子
、
山
東
琴
丁
、
ユ
ン
、
和
田
保
子
、
青
 
 

原
和
朗
、
 
 

匿
名
四
名
。
（
敬
称
噂
）
 
 

H・Tスペシャル  

コンサートライブ’93  

－カ－カ－ムームー♪－少－♪－   

今年の特徴は、出浜老個々が初  

めて曲作りに拙扱＝   

ピアノの弾き語りもあるよ。   

皆さ～ん、是非来てくたさい！  

－カー♪－♪－♪－小－カ－カ一  

日 時 10月31日（日）  

P軋l：30スタート  

場 所  びいどろほおる  

地下鉄御堂顔線江坂麒  

⑧号出口徒歩5分  

SH江坂ビル3F  

チケット 1000門  

出執着 坪田由美子（紅加り  

穐ヶ平弘美（ピアノ）  

川太 一男トト糾＝  

福永淳 （何で防犯）  

問合わせ 福太まで  

℡072ト25－6627  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 
 
 

第
二
〇
回
あ
べ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
「
な
ん
で
も
市
 
 

通
り
」
に
参
加
し
た
「
さ
ろ
ん
亭
」
は
、
多
く
の
 
 

皆
様
方
に
温
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
受
け
て
、
 
 

盛
況
に
開
店
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 
 
 

又
、
多
く
の
皆
様
方
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
 
 

今
後
の
サ
ロ
ン
精
勤
に
斬
ら
た
な
励
ま
し
を
い
た
 
 

だ
い
た
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
 
 
 

お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
、
 
 

ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
皆
々
様
方
、
太
当
に
あ
り
 
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
 

∧
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
∨
運
営
委
員
・
会
 
 

「
さ
ろ
ん
寧
」
の
売
り
上
げ
は
、
 
 

金
一
一
九
、
二
七
五
円
で
し
た
。
 
 
 

あ
n
ノ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
 

∧
サ
ロ
ン
・
あ
ぺ
の
∨
会
計
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作
る
 
 

れ
ノ
 
く
る
 
 

創
る
 
 

l
一
t
r
 
 

ジ
ャ
ワ
島
と
い
え
ば
・
・
・
や
は
り
ジ
ャ
 
 

ワ
更
紗
で
は
な
い
か
し
ら
。
そ
し
て
バ
テ
ィ
 
 

ッ
ク
は
ジ
ャ
ワ
更
紗
の
こ
と
。
国
立
ジ
ャ
カ
 
 

ル
タ
博
物
館
に
は
仏
像
を
は
じ
め
、
数
多
く
 
 

の
興
味
深
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
 
 

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
1
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
 
 

け
っ
し
て
派
手
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
た
色
 
 

彩
、
そ
し
て
織
細
な
文
様
。
巧
み
に
金
を
用
 
 

い
た
も
の
も
多
く
、
往
時
の
丹
念
な
仕
事
ぶ
 
 

り
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
 
 
 

バ
テ
ィ
ッ
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？
 
 

赤
道
よ
り
南
の
国
、
数
多
く
の
島
々
か
ら
 
 

な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
観
い
て
何
を
思
い
浮
 
 

か
べ
ま
す
か
？
 
 
 

●
河
合
息
子
 
 

（
Ⅵ
U
 
 

バ
リ
と
い
え
ば
ケ
チ
ャ
ツ
ク
ダ
ン
ス
（
男
 
 

た
ち
が
輪
に
な
っ
て
喝
い
、
激
し
い
リ
ズ
ム
 
 

を
と
る
な
か
進
め
ら
れ
る
舞
踏
劇
）
、
バ
ロ
 
 

ン
ダ
ン
ス
（
ガ
ム
ラ
ン
と
い
う
器
楽
伴
奏
に
 
 

ょ
る
音
楽
劇
。
獅
子
舞
の
獅
子
に
似
た
善
の
 
 

象
徴
バ
ロ
ン
が
魔
女
ラ
ン
グ
と
戦
う
）
あ
る
 
 

い
は
ワ
ヤ
ン
と
い
う
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
付
き
影
 
 

絵
。
そ
し
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
 
 

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
 
 

し
て
も
有
名
で
す
が
、
こ
の
島
で
は
寺
を
訪
 
 

れ
る
と
、
サ
ロ
ン
と
よ
ば
れ
る
腰
布
を
巻
い
 
 

た
人
々
に
出
会
い
ま
す
し
、
一
般
の
観
光
客
 
 

も
布
の
か
わ
り
に
腰
紐
を
巻
く
信
仰
厚
い
ヒ
 
 

ン
ド
ゥ
ー
教
の
島
。
 
 
 

プ
ラ
ザ
バ
リ
と
い
う
新
し
い
シ
ョ
ピ
イ
ン
 
 

グ
セ
ン
タ
ー
内
で
イ
カ
ッ
ト
と
よ
ば
れ
る
紡
 
 

織
り
と
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
防
染
の
た
め
の
糊
置
 
 

き
を
み
た
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
気
の
遠
く
 
 

な
る
よ
う
な
細
か
く
単
調
な
作
業
が
続
き
ま
 
 

す
。
 
 
 

今
秋
、
吹
田
の
国
立
民
族
学
博
物
儲
で
は
 
 

「
ジ
ャ
ワ
更
紗
－
そ
の
多
様
な
伝
統
の
世
界
」
 
 

展
が
、
ま
た
国
立
国
際
美
術
館
で
は
「
ニ
ュ
 
 

ー
プ
ア
ツ
シ
ョ
ン
へ
の
展
開
－
現
代
の
ジ
ャ
 
 

ワ
更
紗
」
層
（
共
に
九
月
九
日
か
ら
十
一
月
 
 

三
十
日
ま
で
）
が
聞
か
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
 
 

る
か
た
は
一
度
会
場
を
の
ぞ
か
れ
て
は
い
か
 
 

が
で
す
か
。
 
 

（5）   
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今
回
よ
り
、
介
護
に
要
す
る
時
間
の
実
態
調
査
 
 

に
も
と
づ
く
結
果
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 
 

二
、
在
宅
痴
呆
惟
薯
貫
介
護
者
の
介
護
時
間
（
l
）
 
 
 

痴
呆
症
の
高
齢
者
の
主
た
る
介
護
者
の
協
力
を
 
 

得
て
、
介
護
者
の
生
酒
時
間
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 
 

こ
れ
よ
り
、
介
護
時
間
、
介
護
内
容
に
つ
い
て
の
 
 

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
痴
呆
 
 

症
の
高
齢
者
の
介
護
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
 
 

岡 
儀 

藍悠 

介 

2 

一 ■■」  

め
に
、
同
時
に
実
施
し
た
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
 
 

介
護
時
間
も
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
 
 

結
果
を
も
と
に
、
最
後
に
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
 
 

ま
す
。
 
 

《
研
究
の
方
法
》
 
 
 

人
口
約
四
万
の
兵
庫
県
丁
市
に
お
い
て
、
六
五
 
 

歳
以
上
で
痴
呆
症
の
高
齢
者
を
主
に
介
護
し
て
い
 
 

る
人
を
対
象
と
し
、
生
活
時
間
調
査
を
行
い
ま
し
 
 

た
。
痴
呆
の
判
定
は
長
谷
川
式
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
 
 

て
い
ま
す
。
調
査
は
、
N
H
K
が
実
施
し
て
い
る
 
 

生
酒
時
間
調
査
に
準
じ
、
行
動
分
類
に
つ
い
て
、
 
 

食
事
、
排
泄
、
歩
行
。
移
動
、
入
浴
・
清
拭
、
着
 
 

替
え
、
代
読
、
代
筆
、
監
視
・
話
し
相
手
、
の
八
 
 

つ
の
介
護
項
目
を
加
え
、
四
〇
項
目
と
し
ま
し
た
。
 
 

生
活
時
間
は
、
主
た
る
介
護
者
の
十
五
分
間
隔
に
 
 

よ
る
生
活
行
動
で
あ
り
、
十
五
分
の
間
に
二
つ
の
 
 

行
動
を
と
っ
た
場
合
は
、
七
・
五
分
ず
つ
と
便
宜
 
 

的
に
分
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
調
査
方
法
は
 
 

留
置
法
で
、
主
た
る
介
護
者
自
身
が
記
入
し
た
も
 
 

の
で
す
。
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
二
月
三
日
（
目
）
 
 

と
二
月
五
目
（
火
）
の
、
休
日
と
平
日
の
両
日
に
 
 

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
二
調
査
対
象
者
は
九
十
九
 
 

名
で
、
有
効
回
答
は
、
平
日
七
十
三
票
、
休
日
八
 
 

十
一
票
を
得
ま
し
た
。
 
 

《
研
究
の
結
果
》
 
 
 

分
析
は
、
①
介
護
時
間
、
②
介
護
の
行
わ
れ
る
 
 

時
間
帯
、
③
高
齢
者
や
家
族
の
状
況
と
介
護
時
間
 
 

の
関
係
、
の
3
つ
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
 
 

①
介
護
時
間
 
 
 

介
護
の
種
類
別
介
護
時
間
と
一
日
の
総
介
護
時
 
 

間
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
時
間
、
標
準
偏
 
 

差
、
最
高
時
間
、
時
間
の
長
さ
の
順
位
を
、
平
日
 
 

と
休
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
 
 

そ
の
結
果
、
介
護
の
種
類
別
お
よ
び
総
介
護
時
間
 
 

に
つ
い
て
も
標
準
偏
差
が
大
き
く
、
痴
呆
症
の
高
 
 

齢
者
介
護
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
介
護
時
間
に
は
 
 

個
人
差
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
 
 

平
日
と
休
日
と
の
間
に
有
意
な
差
は
み
ら
れ
ず
、
 
 

介
護
時
間
は
平
日
と
休
日
で
変
化
す
る
も
の
で
は
 
 

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
以
下
、
平
日
で
の
結
 
 

（6）   
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人
生
は
一
度
し
か
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
 
 

ま
た
人
生
は
一
度
で
済
む
と
い
、
つ
見
方
も
あ
る
。
 
 

幸
せ
な
子
ど
も
時
代
を
お
く
っ
た
人
は
、
も
は
や
 
 

永
久
に
辛
い
子
ど
も
時
代
を
お
く
る
可
能
性
か
ら
 
 

免
れ
て
い
る
。
苦
し
い
青
年
時
代
を
お
く
っ
た
人
 
 

は
、
も
、
つ
二
度
と
同
じ
よ
、
つ
な
苦
し
い
青
年
時
代
 
 

を
味
あ
わ
な
く
て
よ
い
。
年
老
い
た
人
は
若
く
し
 
 

て
亡
く
な
る
と
い
、
つ
不
幸
に
は
集
わ
れ
る
こ
と
は
 
 

な
い
。
安
ら
か
な
死
を
迎
え
た
人
は
、
苦
し
い
死
 
 

へ
の
不
安
か
ら
完
全
に
逃
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

イ
ン
ド
に
は
古
代
か
ら
、
人
を
含
め
て
全
て
い
 
 

の
ち
あ
る
も
の
は
、
生
ま
れ
死
ん
で
、
ま
た
生
ま
 
 

れ
か
わ
る
の
だ
と
い
う
輪
廻
の
思
想
が
あ
っ
た
。
 
 

果
を
紹
介
し
ま
す
。
 
 

一
日
の
平
均
介
護
時
間
は
一
五
八
二
分
、
約
 
 

二
時
間
四
〇
分
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
 
 

し
最
高
で
は
九
〇
〇
分
と
、
一
五
時
間
に
も
及
ぶ
 
 

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 
 
 

介
護
の
種
類
別
に
み
る
と
、
「
排
泄
」
の
介
護
 
 

が
最
も
長
く
、
四
二
・
四
分
と
な
っ
て
い
ま
す
 
 

食
言
争
Ⅹ
与
空
言
争
∑
与
空
言
せ
∑
与
空
言
や
∑
与
宣
言
す
∑
与
宣
言
や
∑
与
空
言
や
∑
与
文
盲
や
∑
与
叉
ろ
堂
 
 

・
－
－
－
■
●
一
－
●
■
■
●
●
●
－
■
，
一
t
■
’
■
■
■
，
－
■
一
－
■
－
一
■
●
▲
▲
 

度
で
済
む
の
だ
か
ら
 
…
・
…
」
 
 

」  

古
代
イ
ン
ド
の
人
々
は
、
そ
の
よ
う
な
生
と
死
の
 
 

く
り
か
え
し
か
ら
逃
れ
る
こ
と
こ
そ
、
人
間
に
と
 
 

っ
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
 
 

私
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
死
ん
で
も
 
 

何
度
も
生
ま
れ
か
わ
れ
る
の
な
ら
、
そ
れ
も
面
白
 
 

い
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
も
の
だ
。
 
 
 

し
か
し
三
十
五
年
い
き
て
き
て
、
や
は
り
何
度
 
 

も
生
き
か
え
る
の
は
た
い
へ
ん
だ
と
感
じ
は
じ
め
 
 

た
。
戦
乱
や
貧
困
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
私
だ
 
 

が
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
こ
と
は
不
安
に
満
ち
 
 

た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
と
い
う
 
 

年
月
の
長
さ
と
重
さ
が
、
ひ
と
つ
の
安
堵
感
を
与
 
 

え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
最
高
三
二
二
・
五
分
）
。
次
い
で
「
食
事
」
が
 
 

長
く
、
四
〇
⊥
ハ
分
（
最
高
一
五
七
・
五
分
）
で
 
 

す
ご
」
の
2
つ
の
介
護
が
、
時
間
的
に
大
き
な
割
 
 

合
を
占
め
て
い
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
、
「
入
浴
・
清
拭
」
、
「
歩
行
・
移
動
」
 
 

「
着
替
え
」
の
介
護
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
分
程
度
 
 

で
続
い
て
お
り
、
「
代
墨
野
、
「
代
筆
」
は
一
分
 
 「

あ
の
若
か
っ
た
こ
ろ
に
戻
り
た
い
」
と
い
、
つ
 
 

言
葉
は
、
お
そ
ら
く
若
さ
の
外
面
的
な
も
の
へ
の
 
 

憧
れ
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
誰
が
本
 
 

気
で
、
あ
の
焦
燥
に
み
ち
た
孤
独
と
不
安
の
若
い
 
 

日
々
に
戻
り
た
い
と
願
、
つ
だ
ろ
、
つ
か
。
私
た
ち
は
 
 

し
な
や
か
さ
に
富
ん
だ
若
さ
と
ひ
き
か
え
に
、
多
 
 

く
の
も
の
を
学
び
、
心
に
は
自
ら
憩
う
と
こ
ろ
を
 
 

切
り
拓
（
ひ
ら
）
 
い
て
き
た
。
 
 
 

若
さ
と
ひ
き
か
え
に
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
何
 
 

な
の
だ
ろ
、
つ
。
自
分
の
小
さ
さ
と
人
の
深
さ
。
す
 
 

べ
て
愛
し
い
も
の
は
、
別
れ
の
悲
し
さ
と
許
し
の
 
 

笑
み
を
含
ん
だ
ま
な
ざ
し
を
求
め
て
い
る
こ
と
。
 
 

こ
の
世
の
で
き
ご
と
は
遠
く
か
ら
見
え
る
影
と
、
 
 

近
く
か
ら
見
る
姿
は
違
っ
て
い
る
ヱ
と
・
・
・
。
 
 

そ
れ
か
ら
、
な
ん
だ
ろ
、
つ
。
 
 
 

そ
う
生
き
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
他
に
生
き
よ
 
 

、
つ
が
な
か
っ
た
人
生
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
な
い
と
 
 

か
ら
二
分
前
後
と
、
わ
ず
か
で
す
。
 
 

（
出
典
）
神
垣
真
澄
、
白
澤
政
和
 
 

「
在
宅
櫛
呆
性
老
人
介
護
者
の
介
護
時
間
に
つ
い
 
 

て
の
研
究
」
、
『
研
究
紀
要
 
第
七
号
』
 
 

大
阪
市
立
大
学
社
会
福
祉
研
究
会
、
一
九
九
〇
年
 
 

（7）   



第三穏郵便物毯可KSKQ（サロン・あべの）通巻543号1993年 9月18日  

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
は
言
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
 
 

先
の
こ
と
を
考
え
て
、
目
ま
い
を
感
じ
る
よ
り
、
 
 

一
歩
一
歩
、
足
も
と
を
見
て
、
ヱ
の
道
を
ふ
み
固
 
 

め
て
い
け
ば
よ
い
と
息
、
つ
。
い
つ
、
突
然
お
わ
る
 
 

の
か
わ
か
ら
な
い
こ
の
行
程
は
、
ビ
、
つ
や
っ
て
も
 
 

不
ぞ
ろ
い
な
形
で
残
る
し
か
な
い
の
だ
。
 
 

試
み
を
う
け
て
、
緊
張
の
つ
づ
く
毎
日
で
あ
る
 
 

が
、
こ
れ
も
た
だ
一
度
の
日
々
の
く
り
か
え
し
な
 
 

の
だ
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
明
日
に
む
け
て
堪
え
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
学
校
の
宿
題
 
 

を
こ
な
し
て
、
ぜ
ん
ぶ
や
り
と
げ
る
と
ほ
っ
と
し
 
 

て
眠
っ
た
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
す
。
あ
の
よ
 
 

、
つ
に
安
心
し
て
す
べ
て
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
れ
 
 

ば
、
そ
れ
で
よ
い
。
 
 

（
知
）
 
 

」
 
 

↓
 
 

十
 
 

「
†
†
◆
 
 

私
は
、
こ
の
夏
と
て
も
素
敵
な
プ
レ
ゼ
 
 

ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
 
 
 

私
が
担
当
す
る
H
さ
ん
は
四
五
歳
の
お
 
 

ば
さ
ん
（
失
礼
－
・
）
で
す
。
 
 
 

し
か
し
、
去
年
の
五
月
に
担
当
を
受
け
 
 

も
っ
て
か
ら
、
私
の
気
を
引
く
た
め
の
数
 
 

々
の
事
件
で
み
せ
て
く
れ
た
パ
ワ
ー
は
、
 
 

も
の
す
ご
い
も
の
で
し
た
。
 
 
 

指
導
員
の
書
び
 
 

・
1
†
I
＿
丁
・
・
◆
▲
丁
●
－
－
主
丁
・
十
 

泣
く
、
怒
る
、
わ
め
く
、
廊
下
で
寝
転
 
 

ん
で
駄
々
を
こ
ね
る
、
カ
バ
ン
を
持
っ
て
 
 

一
人
で
駅
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
。
 
 
 

仮
病
な
ん
て
日
常
茶
飯
事
で
、
新
米
職
 
 

員
の
私
も
、
毎
日
一
緒
に
怒
っ
た
り
泣
い
 
 

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
H
さ
ん
、
長
期
帰
省
で
妹
が
迎
え
 
 

に
来
る
と
、
担
当
な
ん
て
知
ら
ん
顔
で
ダ
 
 

ッ
シ
ュ
で
帰
っ
て
行
く
の
で
す
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
夏
の
帰
省
で
妹
の
後
 
 

を
追
い
か
け
ダ
ッ
シ
ュ
し
た
彼
女
が
戻
っ
 
 

て
き
て
、
 
 

「
先
生
、
ま
た
帰
っ
て
く
る
わ
な
。
一
緒
 
 

に
作
業
し
よ
う
な
」
 
 

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
 
 
 

こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
指
導
員
っ
 
 

て
、
楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
 
 

な
ー
！
 
 田

 
渕
 
美
登
利
 
 

（8）   
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今
の
施
設
で
足
り
な
い
の
は
、
職
員
数
で
あ
る
 
 

と
か
、
設
備
の
面
で
あ
る
と
か
、
色
々
言
わ
れ
て
 
 

き
ま
し
た
。
で
も
、
足
り
な
い
も
の
を
補
っ
て
も
 
 

な
く
な
ら
な
い
問
題
が
残
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 
 

い
ま
す
。
そ
れ
は
施
設
の
中
に
あ
り
す
ぎ
る
も
の
 
 

と
い
う
か
、
福
祉
的
配
慮
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
が
 
 

あ
る
と
患
い
ま
す
。
 
 
 

例
え
ば
外
出
し
た
い
と
き
に
も
少
し
風
邪
気
味
 
 

で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
担
当
実
母
さ
ん
や
施
設
の
 
 

担
当
医
が
、
木
人
の
意
思
を
抜
き
に
外
出
を
や
め
 
 

さ
せ
た
り
し
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
多
く
の
施
設
障
害
者
の
力
が
栄
養
剤
や
 
 

胃
薬
、
緊
張
止
め
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
薬
を
飲
ま
 
 

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
本
人
の
童
心
に
よ
っ
 
 

美
智
子
の
こ
ん
な
話
 
 

施
設
の
中
に
あ
り
す
ぎ
る
も
の
は
…
 
 

て
飲
ん
だ
り
、
や
め
た
り
す
る
こ
と
ば
で
き
ず
、
 
 

一
方
的
に
飲
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
事
が
、
色
々
な
生
活
体
験
を
奪
っ
 
 

た
り
、
障
害
者
の
一
人
で
生
き
て
い
く
力
を
奪
っ
 
 

た
り
、
具
体
的
に
自
立
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
 
 

大
事
な
体
力
な
ど
も
奪
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
 
 

な
い
で
し
ょ
う
か
？
 
 
 

普
通
の
地
域
で
の
生
括
で
は
、
の
ど
が
痛
く
て
 
 

少
し
風
邪
気
味
で
も
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

と
き
や
、
出
か
け
た
い
時
が
あ
る
こ
と
な
ど
日
常
 
 

茶
飯
事
で
す
。
薬
に
関
し
て
も
、
全
然
飲
ま
な
い
 
 

人
と
、
と
て
も
よ
く
飲
む
人
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
事
は
、
見
逃
さ
れ
や
す
い
間
瀬
か
 
 

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
大
き
な
問
題
だ
と
思
 
 

い
ま
す
。
先
日
の
新
聞
記
事
で
も
健
康
管
理
の
あ
 
 

り
方
が
わ
か
り
や
す
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
 
 

た
。
こ
の
記
事
の
内
容
は
施
設
の
生
活
と
地
域
の
 
 

生
活
の
違
い
に
そ
っ
く
り
あ
て
は
ま
る
よ
う
な
気
 
 

が
し
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。
 
 
 

そ
れ
は
「
天
声
人
語
」
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
 
 

た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
保
健
局
が
調
査
し
た
健
康
 
 

管
理
に
関
す
る
内
容
で
、
R
・
ジ
ャ
カ
ー
ル
、
M
 
 

・
テ
ヴ
オ
ス
共
著
、
菊
地
昌
美
訳
『
安
ら
か
な
死
 
 

の
た
め
の
宜
言
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
話
。
十
五
 
 

年
間
意
図
的
に
健
康
管
理
さ
れ
た
人
達
と
、
い
か
 
 

な
る
健
康
管
理
の
対
象
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
人
達
 
 

（
共
に
同
じ
職
業
分
野
、
同
世
代
）
が
六
盲
人
ず
 
 

っ
比
較
き
れ
た
籍
果
、
心
臓
血
管
系
の
病
気
・
高
 
 

血
圧
・
死
亡
。
自
学
。
・
い
ず
れ
の
数
も
健
康
管
理
 
 

さ
れ
な
か
っ
た
群
れ
の
力
が
少
な
か
っ
た
。
 
 
 

過
保
護
が
依
存
を
生
む
。
必
要
な
医
療
は
受
け
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
健
康
保
持
に
は
平
生
、
 
 

自
ら
抵
抗
力
を
つ
け
、
免
疫
機
能
を
高
め
る
工
夫
 
 

が
肝
要
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 

冊 
カ 

倍 ♯  
パ 

感  
バ 

謝  

し  

ま す  

腸 

子、秀美 名 

三、三 

ジュ 

（敬称略 
ゆかり、   

和 ♯   殴  

五 
、   

ス 

五〇円   ・水 
）  
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たくさんの古い高名な建物と、広範な文化的  

なプログラムを見ることができるでしょう。  

あまりに多くて、街の全部の観光ができませ  

んでした。   

あなたの休暇はいかがですか。   

最後に私の新しい住所を記しておきます。   

なぜなら、ドイツでは7月1日からすぺて  

の街が新しいナンバーになりました。   

あなたが菓しいときを過ごされますように。  

ブリギッテ  

Unna′ 2．8．93  

Dear Relko王  

Thank YOu Very nuCh for yourlast－Verylong－1etter・  
工t′s veryintere6tln9for me to hear BOれethin90f the  
typicaldailyllfelnJapan．  

Ⅰ′n＄Orry that you nust vait for nyletter s01ong tiner  
but Z，ve7bany things to do，becau＄e工′velost ny jobin the  
くHelp Cemtre for Wom8n＞at31・July93・Ⅵy workin9eOntraCt  
has ended and thoreisn′t any pos6ibility t09et nOney from  
the governnent for extending ny job・】Ⅳow工′TB－unenployed and  
on the dole．工hopo to flnd another job＄00n．but tberels  
a¢risiBin tbe Geman e¢OnOmicさySten and many people are  
joblesさ．工n the moment pさyCh0109iさtS bavon′t900dく血an¢e8  
and handlcapod people ar¢Often dlscrlmlnated wbon thoy  
look for a job．：8ut工′mさ七illopti鳳i＄tic・  

工use my free time forloarnin耶  
1．工1earれtO h8ndle a¢OnputOr and thiglettoriさOne Of  

my first resultG。  
2．工10arn tO drive vith a bicycl0．that工¢an′t do51れCe  

my stroke．  

Besides工an visitin9COurSeS Of sports for handicaped  
？1e 

a。 
mobility．Atlast sonetine＄ Z go svining，butェneed water  
With a high temperature，－otherwi＄eIget a spasm．Do you  
practise any klnd of sports．too？  

Now somethin9about my holidayB：℡wo v帥k8a90エmade a  
Si9htsoein9－tOurinく融合n＞．＜Wlen＞1s the capltalof  
＜Åugtria＞．a昏mallnatiom near Germany．工n Wien you find  
many old ねmous buildln98 aれd alar9e Culturalpro9ramm。a  
℡00muCh．that 工 eouldn′t・See allthe s19ht＄ Of the city．  
What′s 8bout your holldays？   

Atlast 工tDuSt pOint at ny new address，becausein GeznanY  
all（コities9et a n帥nu血b◎r Slnくコel。July93：  

些撃   

59423 Unna  

＿ぷ旦nM嘩旦  

I wish you to have a good eime, 

（10）   
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ブリギッテさんからの手紙   

1 

内容秋日庭、 勒  

10月の「サロン・あべの」は、  

いっもの研修室を飛び出して、堺  

の大仙公園内にあります日本庭園  

を訪れようと思います。当日は、  

堺が生んだ茶人・千利休をしのぶ  

「利休のふるさと堺大茶会」が、  

公園内などで開催される予定です。  

集 合10月16日（土） 午後1時  

JR阪和線百舌鳥駅 上り改札前  

備 考 ※身体障害者手帳をお持ちの方は  

ご持参ください。また、公園内を  

歩きますので、動きやすい服装で。  

電動車椅子の方は、バッテリーに  

ご注意ください。  

※雨天の場合は内容を変更します。  

※参加人数を確認したいと思いま  

すので、必ず、事前にお申し込み  

ください。  

申し込み・問い合わせ先   

℡06－691－1028（冨田慶子）   

たいへん長いお手紙、ありがとうございま  

した。日本における典型的な日々の生活のい  

くつかを知って、とても興味深いものでした。   

長いこと私の手紙を待たせて、ごめんなさ  

いね。することがたいへん多かったもので。   

なぜなら、7月31日に女性援助センター  

の仕事がなくなったのです。私の仕事の契約  

が終り、私の仕事を放げるための政府からの  

援助の可能性が何もないのです。   

今、私は失業手当を受けています。すぐに  

他の仕事を見つけたいのですが、ドイツ経済  

の危機があります。そして、多くの人々が失  

業しています。このところ、心理学者はよい  

扱会がなく仕事を探すとき、障害者はしばし  

ば差別されます。   

でも、私はまだ楽観的です。私は勉強する  

ため、いまの自由な時間を使っています。  

1．コンピューターの換作を習っています。  

この手紙は、その最初の成果です。  

2．自分でこぐことができないもんで、自転  

車の練習をしています。   
一方で特別な機関での障害老のためのスポ  

ーツのコースに行っています。しかし、私た  

ちはサッカーはしていません。それは、一般  

的な肉体の動きやすさを拡大するための体操  

の形です。ついに、私は水泳にも何回か行く  
ことにしたのですが、それは高い温度の水を  

必要としますし、他方で私はけいれんもしま  

す。   

あなたも何かスポーツをなさっていますか。   

さて、私の休暇について少し：   
2週間前、ウィーンヘの観光施行をしまし  

た。ウィーンはオーストリアの首府です。ド  

イツの近くの小さな国です。ウィーンでは、   

く＞⊂＞サロン・あべの紙の  

朗読テープが出来ましたくっく＞   

山木敏子さんのご協力で、サロン・あぺ  

の紙86号の録音テープが出来ました。   

バックナンバーは39号から、86号の  

分があります。50号は5周年記念紙にな  

っており、90分と60分の2太のテープ  

に収録されています。   

サロン紙朗読テープをご希望の方には、  

ダビングをしますので、富田までお申し出  

下さい。 （t事06－691一旦028）  
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今
年
の
夏
は
、
あ
っ
た
よ
う
な
無
か
っ
た
よ
う
 
 

な
と
気
象
庁
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
秋
空
は
 
 

カ
ラ
リ
と
晴
れ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
と
言
い
ま
 
 

す
の
も
来
月
の
サ
ロ
ン
の
出
会
い
は
、
久
し
ぶ
n
ノ
 
 

に
外
へ
出
掛
け
る
予
定
を
立
て
て
い
る
か
ら
で
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
空
の
下
で
お
し
や
べ
り
 
 

に
花
を
咲
か
せ
る
の
も
楽
し
い
事
と
患
い
ま
す
。
 
 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
 
 

す
。
（
今
回
は
堺
の
大
仙
公
園
）
 
 
 

さ
て
、
サ
ロ
ン
が
育
徳
コ
、
、
、
ユ
l
ご
ナ
ィ
ー
セ
ン
 
 

タ
ー
の
外
へ
出
る
機
会
は
見
学
会
や
交
流
会
等
色
 
 

々
あ
り
ま
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
出
会
い
 
 

で
は
、
昭
和
六
二
年
十
月
の
サ
ロ
ン
で
の
ボ
ウ
リ
 
 

ン
グ
大
会
（
長
居
の
市
立
身
体
障
害
・
者
ス
ポ
ー
ツ
 
 

セ
ン
タ
ー
）
が
、
初
め
て
で
し
た
。
 
 
 

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
接
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
私
は
 
 

こ
の
日
を
巣
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
が
、
前
夜
 
 

か
ら
台
風
十
九
号
が
上
陸
（
加
古
川
か
ら
若
狭
へ
 
 

抜
け
た
）
、
お
天
気
は
荒
れ
模
様
。
そ
れ
で
も
午
 
 

前
中
に
解
除
、
早
速
長
居
公
園
内
に
あ
る
身
体
障
 
 

害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ヘ
向
か
い
ま
し
た
。
 
 
 

通
常
、
サ
ロ
ン
で
は
重
刷
に
参
加
中
込
み
を
受
 
 

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
日
も
何
人
の
方
 
 

が
乗
て
下
さ
る
か
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 
 

で
も
、
誰
も
来
ら
れ
な
い
と
い
う
事
は
な
い
と
 
 

考
え
て
い
ま
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
空
模
様
を
先
に
 
 

し
な
が
ら
も
乗
て
下
さ
っ
た
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
 
 

た
。
総
勢
十
三
名
が
、
二
レ
ー
ン
を
借
り
き
っ
て
 
 

三
時
過
ぎ
ま
で
、
様
々
な
ホ
ー
ム
で
ゲ
ー
ム
を
楽
 
 

し
み
ま
し
た
。
 
 
 

私
は
、
手
に
力
が
な
く
、
拍
に
変
形
も
あ
り
ま
 
 

す
の
で
、
ポ
ー
ル
を
投
げ
る
な
ん
て
考
え
も
し
ま
 
 

せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
せ
て
 
 

も
ら
お
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
 
 

こ
う
い
う
身
障
者
用
に
パ
イ
プ
で
作
ら
れ
た
滑
り
 
 

台
綴
の
用
具
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
 
 

台
に
ポ
ー
ル
を
置
い
て
、
お
も
い
き
り
押
す
と
ボ
 
 

ー
ル
が
転
が
り
落
ち
て
ピ
ン
を
め
が
け
て
走
り
ま
 
 

す
。
ビ
ン
が
ガ
チ
ャ
ン
と
倒
れ
る
一
瞬
、
息
を
読
 
 

め
て
い
た
気
持
ち
が
、
そ
の
昔
に
は
じ
き
と
ば
さ
 
 

れ
て
「
オ
ゥ
ー
．
や
っ
た
ト
」
と
声
に
な
っ
て
ほ
 
 

と
ば
し
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
動
は
今
ま
で
に
 
 

感
じ
得
な
か
っ
た
も
の
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
 
 

の
楽
し
み
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
 
 

時
の
ビ
ン
の
倒
れ
る
音
は
と
て
も
新
鮮
に
響
き
ま
 
 

し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
簡
単
に
見
え
て
、
な
か
な
 
 

か
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
、
皿
帯
締
除
に
専
 
 

念
さ
れ
る
人
も
い
て
、
お
も
わ
す
笑
い
声
が
あ
が
 
 

り
ま
す
。
そ
の
点
、
滑
り
台
を
使
う
私
は
、
方
向
 
 

さ
え
決
れ
ば
ビ
ン
の
何
太
か
は
倒
れ
ま
す
の
で
、
 
 

点
数
は
ほ
ど
ほ
ど
で
し
た
。
 
 
 

さ
さ
や
か
な
が
ら
賞
品
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
 
 

一
位
セ
ロ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
二
位
ミ
ニ
ハ
サ
ミ
等
 
 

ひ
と
ひ
ね
り
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
 
 
 

十
一
月
の
サ
ロ
ン
（
十
七
日
）
は
、
あ
べ
の
ボ
 
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
主
催
さ
れ
た
「
交
 
 

流
会
ミ
ニ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
 
 

れ
は
、
阿
倍
野
区
内
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
デ
 
 

イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
ら
れ
る
ご
孝
人
力
、
阪
 
 

南
た
ん
ぼ
ぽ
作
業
所
の
仲
間
達
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

ス
ク
ー
ル
の
受
訴
生
万
、
お
手
伝
い
の
ス
タ
ッ
フ
 
 

の
方
々
等
、
漁
勢
五
十
余
名
が
長
居
公
園
の
植
物
 
 

園
で
出
会
い
ま
し
た
。
芝
生
広
場
で
お
弁
当
を
食
 
 

べ
て
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
宝
探
し
ゲ
ー
ム
 
 

を
し
た
り
、
ク
イ
ズ
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
競
い
合
っ
 
 

て
最
後
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
舎
貝
輸
に
な
っ
て
 
 

楽
し
み
ま
し
た
。
風
が
冷
た
く
吹
い
て
い
ま
し
た
 
 

が
ト
老
若
男
女
健
常
者
も
時
事
者
も
共
に
楽
し
み
、
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帰
っ
て
乗
ま
し
た
。
 
 
 

ワ
ア
～
蒸
し
暑
い
！
じ
つ
と
し
て
い
て
も
汗
が
 
 

心
が
ホ
コ
ホ
コ
と
温
ま
る
出
会
い
で
し
た
。
 
 
 

こ
の
様
な
出
会
い
は
、
昭
和
六
三
年
十
月
二
九
 
 

日
の
長
居
植
物
園
で
「
み
ん
な
で
集
う
交
流
会
」
 
 

と
、
平
成
元
年
十
一
月
二
五
日
の
市
立
身
体
障
青
 
 

書
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
 
 

」
の
二
回
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
達
と
和
や
か
 
 

七
月
十
四
日
、
雨
の
大
阪
に
四
カ
月
半
ぶ
り
に
 
 

流
れ
て
来
ま
す
。
大
連
の
夏
は
朝
晩
の
涼
し
さ
は
 
 

吃甘｝11せ｝1旦1し言う  

中
村
義
子
♯
我
在
大
連
住
了
四
千
多
月
 
 

ぅろ′＼ハア  

レ沐l略昏   

うしうト車l  

に
過
ご
せ
た
事
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
 
 
 

又
、
サ
ロ
ン
で
も
平
成
元
年
十
月
ニ
ー
日
に
「
 
 

大
阪
の
自
然
史
を
た
ず
ね
て
」
と
適
し
て
長
居
公
 
 

園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
博
物
館
で
音
大
阪
湾
に
鯨
 
 

が
い
た
と
い
う
証
拠
の
化
石
を
観
て
、
太
古
の
大
 
 

阪
人
の
生
括
が
と
て
も
お
お
ら
か
だ
っ
た
ろ
う
と
 
 

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湿
気
が
少
な
く
、
 
 

日
中
で
も
日
陰
に
入
る
と
風
が
あ
る
か
ら
し
の
ぎ
 
 

大
連
に
四
ケ
月
余
り
住
ん
で
 
 
 

ヒ♂キ〔○ぅ∩  

ll∴－  ブタ小、P、t、小り・ら  

イラスト・中村実根子  

や
す
い
。
た
だ
、
今
年
は
異
常
気
負
で
、
雨
が
多
 
 

く
「
三
寒
四
温
」
。
四
月
十
日
の
写
真
は
着
れ
る
 
 

た
け
着
た
ダ
ウ
ン
姿
、
十
五
日
は
ト
レ
ー
ナ
ー
姿
、
 
 

五
月
一
日
は
ト
レ
ー
ナ
ー
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
五
日
 
 

は
セ
ー
タ
ー
、
二
五
日
は
半
袖
、
六
月
の
初
め
は
 
 

長
袖
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
今
も
（
七
月
の
終
り
）
朝
 
 

晩
は
長
袖
が
必
要
。
三
月
、
四
月
は
風
が
強
く
、
 
 

乾
燥
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

そ
れ
で
も
暇
を
み
つ
け
て
は
汽
車
（
バ
ス
）
や
 
 

チ
ン
チ
ン
電
車
、
ト
ロ
リ
ー
汽
車
な
ど
に
乗
っ
て
 
 

大
連
散
策
に
出
か
け
地
図
を
片
手
に
歩
き
回
り
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

労
働
公
園
、
老
虎
油
菜
園
、
馬
失
（
港
）
、
植
 
 

物
園
、
几
童
公
園
、
中
山
広
場
、
星
梅
公
園
、
白
 
 

雲
山
、
金
沙
雑
、
銀
抄
紙
（
海
水
浴
場
）
・
・
・
等
等
 
 

想
像
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
米
国
の
青
年
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
が
何
人
か
来
て
下
さ
り
、
お
も
わ
ぬ
国
 
 

際
交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
様
に
長
居
公
観
は
、
サ
ロ
ン
精
勤
に
と
っ
 
 

て
な
じ
み
の
あ
る
場
所
と
隠
っ
て
い
ま
す
。
 
 

連
載
第
二
回
 
 

（13）   



第三桂郵便物紀可KSKQ（サロン・あぺの）通巻543号1993年 9月18日   

天
津
街
、
屁
明
鏡
な
ど
は
よ
く
買
い
物
に
行
っ
 
 

た
所
。
バ
ス
も
乗
り
力
が
解
る
と
た
だ
当
て
も
無
 
 

く
始
発
か
ら
終
点
ま
で
乗
っ
て
た
り
し
て
…
 
 
 

喋
ら
な
か
っ
た
ら
日
東
人
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ
 
 

ん
も
の
ネ
。
日
本
の
給
料
も
ら
っ
て
中
国
で
住
め
 
 

ば
大
名
生
活
が
で
き
ま
す
が
、
私
も
だ
ん
だ
ん
中
 
 

国
人
に
な
り
、
日
太
人
旅
行
者
の
人
達
が
「
安
い
 
 

安
い
」
を
連
発
し
て
い
る
の
を
第
三
者
の
目
か
ら
 
 

眺
め
て
い
ま
し
た
。
一
目
で
日
太
人
旅
行
者
と
わ
 
 

か
る
オ
ジ
サ
ン
、
オ
バ
サ
ン
の
グ
ル
ー
プ
に
は
閉
 
 

口
！
膜
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
カ
メ
ラ
、
ゆ
ぴ
わ
に
時
 
 

計
、
首
輪
に
耳
飾
り
、
帽
子
に
、
革
の
財
布
（
中
 
 

国
の
人
は
サ
イ
フ
を
も
つ
習
慣
が
無
い
み
た
い
）
 
 

か
ら
多
額
の
免
換
券
で
の
支
払
い
（
わ
た
し
ゃ
金
 
 

持
ち
の
外
人
だ
っ
せ
と
宜
伝
し
て
い
る
）
そ
し
て
 
 

旅
行
会
社
の
迷
子
札
（
バ
ッ
ジ
）
、
静
か
に
買
い
 
 

物
を
し
た
ら
い
い
の
に
、
安
い
安
い
の
聾
・
・
 
 

九
五
％
同
一
民
族
、
日
太
請
だ
け
で
十
分
生
括
で
 
 

き
る
国
ニ
ッ
ポ
ン
。
 
 
 

日
東
人
以
外
の
留
学
生
は
何
カ
国
請
も
外
国
語
 
 

が
話
せ
ま
す
。
 
 

「
日
本
人
は
こ
れ
だ
け
外
国
に
出
て
い
る
の
に
英
 
 

語
の
ひ
と
つ
も
話
せ
な
い
の
か
？
」
 
 

徳
国
（
ド
イ
ツ
）
か
ら
東
洋
医
学
を
学
び
に
来
た
 
 

二
九
歳
の
男
性
の
素
直
な
意
見
。
彼
は
母
国
語
以
 
 

一
九
九
一
年
九
月
三
日
鱒
二
超
勤
使
物
認
可
（
毎
日
発
行
）
 
 
 

外
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
英
語
 
 

が
話
せ
、
奥
さ
ん
は
そ
れ
に
ア
ラ
ビ
ア
話
、
も
ち
 
 

中
国
語
も
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ュ
ン
に
は
そ
の
国
 
 

の
言
葉
が
一
番
。
耳
の
イ
タ
ぁ
√
－
－
イ
一
言
…
 
 

や
お
ま
せ
ん
か
・
・
…
・
 
 
 

通
訳
を
つ
け
、
擁
乗
員
を
つ
け
、
す
べ
て
日
本
 
 

と
比
較
す
る
…
、
こ
こ
は
中
国
語
の
通
じ
る
中
国
 
 

と
言
う
国
や
で
…
。
日
東
は
ほ
ん
ま
平
和
や
…
。
 
 
 

外
国
旅
行
を
し
た
こ
と
の
無
い
友
達
に
 
ー
 
中
 
 

国
 
－
 
を
聞
い
て
み
た
。
 
 

『
皆
、
人
民
服
を
着
て
い
る
、
汚
い
国
』
 
 

T
V
か
ら
の
安
受
け
も
い
い
と
こ
ろ
で
っ
せ
。
 
 
 

た
し
か
に
と
て
も
不
便
（
す
べ
て
の
面
で
）
な
 
 

所
だ
け
れ
ど
…
そ
の
場
に
な
ら
な
い
と
な
ん
の
情
 
 

報
も
無
い
所
だ
け
れ
ど
…
時
間
に
ル
ー
ズ
、
計
画
 
 

性
が
無
い
、
い
い
か
げ
ん
…
で
も
そ
れ
は
日
本
人
 
 

の
感
覚
か
ら
で
、
そ
れ
こ
そ
「
こ
こ
は
日
東
や
お
 
 

ま
せ
ん
に
ゃ
…
中
国
で
っ
せ
」
と
言
う
中
国
人
の
 
 

言
葉
が
聞
え
て
き
そ
う
…
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O
 
お
 
わ
 
び
 
 
 

本
紙
八
六
号
の
二
夏
目
、
二
段
目
と
三
段
目
の
 
 

文
章
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
 
 

て
訂
正
致
し
ま
す
。
 
 
 

今年も福祉広報紙コンクールで「優良」に入選しました。  

と、ご報告できることをうれしく思います。もちろん、これ  
廊 集 後 記  

は書いてくださる方、読んでくださるみなさま方のお陰あっ  

てのことと感謝しています。昭和62年から連続しての受普で、ちょっぴり面映ゆく、ちょ  

っとだけ誇らしく思っています。でも、兜の佑を縮めるのも忘れていません。  
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